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平成16年度秋田県における性感染症検査状況について

佐藤寛子 斎藤博之 安部真理子 原田誠三郎

我が国のヒト免疫不全ウイルス（以下 HIVと略す）感染者、後天性免疫不全症候群（以下 AIDSと略す）患者

数は年々確実に増加しており、 2003年は過去最高となった 1)。このような状況の中、平成16年度より秋田県は受検者に

とってより受けやすい HIV相談・検査の提供として HIV即日検査を導入した。その結果、平成16年度の HIV検査件

数は310件で前年度を41.0％上回った。その内、抗体陽性者は 1人であり性器クラミジアと梅毒抗体も陽性であった。

性器クラミジア抗体陽性率は女性40.4%、男性14.8％と男女間で大きな差がみられ、また女性陽性者の若年化が目立っ

た。

キーワード： HIV即日検査、性器クラミジア抗体検査、梅毒抗体検査、抗体陽性率

I はじめに

秋田県では平成14年3月27日付けの厚生労働省通知に

より、 HIV抗体検査及びエイズに関する相談事業を県

内各保健所で開始し、その検査を当所と秋田市保健所で

実施してきたが、平成14年7月14日からは「性感染症検

査事業」を加えた。エイズ相談者のうち、希望者には

HIV抗体検査の他に性器クラミジア抗体検査、梅毒抗

体検査を実施している。また、平成16年10月1日からは

大館、秋田中央、横手および秋田市保健所において HIV

即日検査を開始している。今回、平成16年度に行った秋

田県の性感染症検査状況（秋田市保健所からの情報提供

含む）について報告する。

II 材料および方法

1.材料

平成14年7月から平成17年3月に秋田県8保健所と秋

田市保健所で性感染症相談事業の検査希望者から採血、

検査材料とした。

2.検査機関と検査項目および使用材料

1)大館保健所、秋田中央保健所および横手保健所

HIV抗体スクリーニング検査を全血で実施した。

2)衛生科学研究所

性器クラミジア抗体検査、梅毒抗体検査、 HIV

抗体追加検査および確認検査、並びに 1)を除く 5

保健所の HIV抗体スクリーニング検査を血清で実

施した。

3)秋田市保健所

性器クラミジア抗体検査、梅毒抗体検査、および

HIV抗体スクリーニング検査を血清で実施した。
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3.使用検査キット

1) HIV抗体検査

(1) スクリーニング検査

ダイナスクリーン HIV-1 / 2 （ダイナポッ

ト社）

(2) 追加検査

ジュネディア HIV-1 / 2ミックス PA（富

士レビオ社）

(3) 確認検査

ラプ プロット 1（窟士レビオ社）

2)性器クラミジア抗体検査

(1) ヒタザイムクラミジア IgA,lgG（日立化成）、

衛生科学研究所

(2) ペプタイドクラミジア lgA,JgG （明治製薬）、

秋田市保健所

3)梅毒抗体検査

(1) SST抗原（ヤトロン社）

(2) エスプライン TP（富士レビオ社）

4.検査件数と患者発生情報

1)検査件数

(1) 平成14年度（HIV抗体検査162件、性器クラミ

ジア抗体検査150件、梅毒抗体検査148件）

(2) 平成15年度 (HIV抗体検査219件、性器クラミ

ジア抗体検査200件、梅毒抗体検査199件）

(3) 平成16年度 (HIV抗体検査349件、性器クラミ

ジア抗体検査236件、梅毒抗体検査237件）

2)患者情報発生報告数

平成14年 1月から平成16年12月までに、秋田県感

染症情報センターに報告された保健所の AIDS、性

器クラミジア感染症および梅毒の定点あたりの発生

報告数を用い、年代別、月別に集計した。



m 結果及び考察
1. HIV抗体検査

(1) 検査件数について

HIV抗体検査件数は図 lに示したように平成14

年度162件、平成15年度219件、平成16年度は349件

であった。平成16年度抗体陽性は男性 l人であり性

器クラミジア、梅―晶抗体も陽性であった。平成14年

度と15年度の検査件数はほぼ同様であるが、平成16

年度は10月から贈加し、 12月は14、15年度同月の約

4.3倍の検査件数であった。平成16年10}lはHIV即

日検査を導入した月であり、 12月は 1日の世界エイ

ズデーにちなみ、保健所以外でも HIVi!|]日抗体検

査サーピスイベントを実施した成果と思われる。

無料HIV検代は平成4年から全国保健所等にお

いて始まり、 UIlE)検査は平成17年3月現在、 15都道

府県41保健所（全国保健所数583カ所）と特別検査

機関3カ所で導入されいる。全国的に検森件数と陽

性数は年々増lJl)傾向にあり、平成16年は検西数65.557

件、 I湯性数313件であった｀＇）。即日検査を導入した

結果、江戸川保健所では検在件数が前年度に比べて

約7.5倍、栃木県県南健康福祉センターでは6.3倍と

著しい増加であったと報告している 2,。本県では平

成16年度の検査件数は15年度に比べて約1.6倍の増

加であったが、即日検査が実施されているのは東北

では秋田県のみである。よって今後、秋田県民のみ

ならず近県の住民からの相談および・検査希望もあ

ると考えられる。闘田検査の甜要は全国的に増加傾

向にあると考えられており、平成17年度から新規に

即日検資実施を予定している機関は全国で55カ所で

ある 2.'。

(2) 性別・年代別検査件数

平成16年度の検査件数349件のうち当所で性別と

年齢を確認できたのは212人 (60.7%)で、性別で

は男性126人、女性84人であった（図2)。性年代別

では30代男性が最も多く、次いで20代男性であった。

また、 10代を除く各年代で男性が女性を上回った。

図1 HIV即日検査導入前後の比較（検査件数）
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図2 H16年度 HIV検査
（性別／年齢未確認98人含まず）

図3 H16年全国AIDS届出人数
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図4 H14~16年度
地域別 HIV抗体検査件数

図5 H14~16年度
性器クラミジア抗体検査人数と陽性率
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図3は平成16年度の全国 AIDS報告数である。 30

代男性が最も多く、次いで20代男性である傾向は本

県の受検者と同様であった。

(3) 地域別HIV抗体検査件数

当所を除く 4保健所（大館、秋田中央、横手、秋

田市保健所）それぞれの HIV抗体検査件数は図4

のように年々増加しており、特に平成16年度は秋田

中央保健所が前年度に比べて5.8倍と最も増加して

いた。他の 3保健所においても前年度に比べて1.2

~3.1倍と増加しており、 HIV即日検査開始の効果

によるものと考えられた。なお、当所においては

HIV ill]日検査を行っていない保健所からの検査の

みのため、検査件数は前年度に比べて36％減少したc

2.性器クラミジア抗体検査

(1) 年度別検査件数と陽性率

性器クラミジア抗体検鉦の平成14年度の検査件数

は150件（男性55人、女性37人、性別未確認58人）、

15年度は200件（男性58人、女性68人、性別未確認

74人）、 16年度は236件（男性142人、女性86人、性

別未確認者8人）であり、 HIV抗体検査よりも少

なかった。この原因は性器クラミジア抗体検査は

HIV抗体検査に加えて希望することができるが、

結果報告が後日となることが考えられた。図5に示

図6 H16年度秋田県内保健所
性器クラミジア抗体検査数・陽性率（性別未確認者8名除く）

したように、月平均検査件数は平成14、15年度が平

均16.63)、平成16年度が19.0で、若干の増加傾向が

みられたc なお、陽性率は25.0~29.3％と描ばいで

あった。

(2) 月別・性別・年代別検査件数と陽性率

H16年度の月別検査件数を性別でみると、図6に

示したように年間の受検者数は男性が多く、最も多

いのは 2月の28人、最も少ないのは 8月の 6人で、

9月から 3Jlにかけて増JJl)がみられた。女性では最

も多いのは12月の14人、最も少ないのは 7月の 3人

で、 lOHから12月にかけて附加がみられた。陽性率

を性別• J1別にみると、検杏件数とは逆に女↑4：．が常

に高く、年間平均は男性の14.1％に対して女性は39.

8％と大きな差がみられた。女性の陽性率を月別に

みると 3月は66.7％と最も高く、次いで11~1月は

約60％と、 11月から 3月にかけて高い傾向がみられ

た。また、男性の陽性率は年間を通して大きな変化

はみられなかった。

図7は、平成16年の性器クラミジア感染症の定点

あたり月けll発生報告数である。全国と比較して秋田

県は男女ともに 6月から10月の報告数増加が額著で

あり、潜伏期間を考感すると夏期に感染の機会が多

かったと推察された。

図7 H 16年 性器クラミジア感染症月別報告
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図8 H16年度秋田県内保健所の性器クラミジア
年代別隔性率（性別未確認者2名含まず）

図9 H14~16年度
地域別性器クラミジア抗体検査件数
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図10 H 16年度 秋田県内保健所の月別
梅毒抗体検査件数（性別未確認者8人含まず）

図11 H 16年度 秋田県内保健所の梅毒検査件数
（性別未確認者8人含まず）
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図8は平成16年度の性器クラミジア抗体検査陽性

率を性別・年代別に示したものである。男性は20~

40代が高いのに対して女性は10~20代が高く、男性

と比較し若い年代の陽性率が高い傾向がみられた。

1999~2003年の感染症発生動向調杏では、全国的に

患者割合は男女とも20代が高く、女性は男性よりも

20代前半と15~19歳の低年齢屑の感染割合が高いと

言う結果が報告されているi)。本県においても同様

の結果であった。なお、平成16年度の HIV抗体陽

性者は性器クラミジア抗体も陽性であったが、非活

動性抗体もしくは既往を示す lgG抗体と同時に活

動性あるいは急性期を示す lgA抗体も陽性であり、

性器クラミジアに関しては最近の感染であったもの

と推定された。

性感染症の中で性器クラミジア感染症は近年世界

的に最も多く、その蔑延が社会的な問幽となってい

る。また、本症は HIVに感染する危険性が高まる

ことと、特に女性では不妊や早流産を来す場合もあ

ることが指摘されており、今回の調査における陽性

率の高さと、特に女性陽性者の若年化は大きな問頗

であり、感染の拡大および次世代への影響が懸念さ

れた。

(3) 地域別の性器クラミジア抗体検査件数

性器クラミジア抗体の検査件数は HIV抗体検査

数と同様に当所を除く 4保他所（大館、秋田中央、

横手、秋田市保健所）で増加がみられた（図 9)。

平成16年度は横手保健所の増加率が最も大きく、前

年度と比べて2.8倍であった。

3.梅焉抗体検査について

(1) 検査件数と陽性数

梅毒抗体検査件数は231件（男性136人、女性87人、

性別未確認8人）で、陽性者は 1人であった。梅毒抗

体検査は性器クラミジア抗体検査と同時の検査希望者

が多いため、性別・月別の検査件数の推移も性器クラ

ミジア抗体検査とほぼ同様であった（図10)。当所で

は梅毒抗体検査は脂質抗原に対する抗体を検出する検

査法 (RPR法）と病原体 (TP抗原）に対する抗体

を検出する検査法(1'PHA法）の 2法で実施してい

る。 ll旨囲抗原に対する抗体は、梅毒感染後の比較的初

期 (3週間程度）から陽性になり、梅詣治癒後は速や

かに陰性化するが、生物学的偽陽性反応がある。一方、

TP抗原に対する抗体は脂質抗原抗体に遅れて陽転す

るが、特異性が高く治癌後もほぼ生涯にわたり陽性と

なる。今年度の梅毒抗体陽性者は RPR法と TPHA

法の両方で陽性であった。
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図12 H16年全国梅毒報告数・年代別 図13 H14~16年度
地域別梅毒抗体検査件数
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平成16年度の HIV抗体陽性者の性器クラミジア抗

体と梅毒抗体の検査結果は共に感染後比較的初期であ

ることを示しており、 HIV感染の機会があった時期

よりも後であったことがうかがえた。このことから、

相談者への検査前の説明と結果報告時には性感染症に

ついての十分な説明と慎頂な対応がこれからの課幽と

考えられた。

(2) 性別・年代別検査数

図11は梅毒抗体検査数を性別・年代別に示したもの

である。男性は20~30代が多く、女性は10~20代が多

かった。また男性では10代を除く各年代で女性の検査

数を上回った。これらの結果は図12の平成16年全国梅

毒患者年代別報告数の若年屑と同様であった。かつて

大流行した梅誨は現在、抗生物質の効果により下火と

なったが未だに感染者は後を絶たず、若年層が大半を

占めている状況にある。

(3) 地域別梅批抗体検査件数について

地域別検査件数も性器クラミジア抗体検査と同様で

あった（図13)。

当所ではこれからも性感染症相談・検査事業を通し

て、さらなる啓発の行うとともに検査の迅速性と精度

向上に努めていきたいと考えている。また、本県で開

始された HIV即日検査事業がHIV感染者の早期発見

と性感染症に対する知識を広め、怒染拡大の予防に結

びついていくことを願いたい。

IV まとめ

1. HIV即日検査を導入した平成16年度の HIV抗体検

査件数は前年度までの検査数より増加し、 10代を除く

各年代で女性よりも男性の検査数が多かった。また、

平成16年度の抗体陽性者は男性 l人で、性器クラミジ

アと梅毒の抗体も陽性であった。

2.平成16年度秋田県内保健所の性器クラミジア抗体検

査数は女性より男性が多かったが、陽性率は女性が高

く、 11月から 3月に高い傾向がみられた。

3.平成16年秋田県の性器クラミジア感染症の発生報告

数は全国と比較して男女とも 6月から10月に多い傾向

がみられた。

4.梅毒抗体検査数は性器クラミジア抗体検査数と同様

であった。
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